
日合商の基本は『協調と連帯』
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業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
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月7-8
日合商各支部 2025 年度 総会を開催しました

6 月 10 日（火）
神奈川支部   総会・懇親会
崎陽軒本店にて　出席 53 名

総会の全議案が全会一致で承認され、懇親会で親睦を深めました。 総会挨拶に立つ
伊藤元二支部長

7 月 2 日（水）
東京支部   役員会・総会・講演会・懇親会
東京會舘にて　出席 120 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、国土交通省 住宅局 前住宅生
産課課長 松野秀生氏による講演会「住宅・建築行政の最近の動向」を開催。
懇親会で親睦を深めました。

総会挨拶に立つ
小川明範支部長

7 月 7 日（月）
四国支部   役員会・講演会・総会・懇親会
ホテルマイステイズ松山にて　出席 56 名

役員会後、愛媛県建築住宅課 住宅企画係係長 伊藤 
亮氏による講演会「空家対策について」を開催。総
会の全議案が全会一致で承認され、懇親会で親睦を
深めました。

総会挨拶に立つ
村上髙志支部長

松下紳之助副支部長が
開会宣言

7 月 9 日（水）
九州支部   役員会・総会・セミナー・懇親会
ANA クラウンプラザホテル福岡にて　出席 92 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、プ
ロトレイルランナー 鏑木 毅氏による講演会「逆境
こそ人生の原動力～ 160㎞山岳レースから学んだこ
と～」を開催。懇親会で親睦を深めました。

懇親会挨拶は
足立建一郎理事長

総会挨拶に立つ
越智通広支部長

7 月 11 日（金）
新潟地区支部   役員会・総会・講演会・懇親会
ANA クラウンプラザホテル新潟にて　出席 31 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、小
川明範副理事長挨拶とミニ講演、落語家 三遊亭鬼
丸氏による講演会「落語的人生のすすめ」を開催。
懇親会で親睦を深めました。

小川明範副理事長が
挨拶とミニ講演

総会挨拶に立つ
茅野与志樹地区支部長

6 月 25 日（水）
長野地区支部   総会・講演会・懇親会
アルピコプラザホテルにて　出席 14 名

総会の全議案が全会一致で承認され、シンガーソングライター 清水まなぶ
氏による講演会「平和・希望 未来へ受け継ぐ大切なもの」を開催。懇親会
で親睦を深めました。

総会挨拶に立つ
倉澤慶一地区支部長

6 月 27 日（金）
中国支部   総会・講演会・懇親会
シェラトングランドホテル広島にて　出席 84 名

総会の全議案が全会一致で承認され、アース製薬、
アリナミン製薬、パナソニック社外取締役 ハロルド・
ジョージ・メイ氏による講演会「新たな時代のリー
ダーシップとマーケティング戦略」を開催後、懇親
会で親睦を深めました。

懇親会挨拶と乾杯発声は
足立建一郎理事長

総会挨拶に立つ
三島英揮支部長

6 月 17 日（火）
北関東支部   総会・講演会・懇親会
ザ・マークグランドホテルにて　出席 56 名

総会の全議案が全会一致で承認され、礽答院弘智氏による講演会「『地域社
会を元気にする魔法の言葉』～企業の MVV が起こす地域活性化の奇跡～」
を開催。懇親会で親睦を深めました。

総会挨拶に立つ
林 紀尚支部長

6 月 18 日（水）
東関東支部   役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルグリーンタワー幕張にて　出席 46 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、コンディショニングコーチ 
立花龍司氏による講演会「一流のアスリートから学ぶポジティブシンキング」
を開催。懇親会は秋山奈穂子総代の乾杯挨拶で始まり、懇親を深めました。

総会挨拶に立つ
遠藤又四郎支部長

6 月 27 日（金）
北陸支部   役員会・総会・講演会・懇親会
ホテル日航金沢にて　出席 61 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、政治学者 前嶋和弘氏によ
る講演会「アメリカ政治外交の現在と世界、そして日本」を開催。懇親会で
親睦を深めました。

総会挨拶に立つ
石橋智洋支部長

7 月 14 日（月）
東北支部   役員会・総会・講演会・情報交換会
ホテルメトロポリタン仙台にて　出席 74 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、
銚子電鉄㈱代表取締役社長 竹本勝紀氏による講演
会「絶対にあきらめない　崖っぷち銚子電鉄のサ
バイバル経営」を開催。懇親会・情報交換会で親
睦を深めました。

足立建一郎理事長による
懇親会挨拶

総会挨拶に立つ
中川賀文支部長



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

  2025 年　7-8 月 日 合 商 時 報2

東京の合板卸売り価格

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

6 月 11 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

6 月 18 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

6 月 25 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

7 月 2 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

7 月 9 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

7 月 16 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

7 月 23 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

920
1,200
1,380
2,000
2,550
1,500
3,400
4,150
2,500
1,910
1,960

7 月 30 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

合板需給検討委員会
2025 年 6 月 13 日の検討結果
日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合による

「2025 年度第一回合板需給検討委員会」を林野庁木材利用課ご臨席のも

と、合板会館（日合商会議室）において開催。木材行政推進のための情

報として林野庁に提供した合板の短期需給見通しの検討結果です。

　国産合板の需要
1. 令和 7 年第 1 四半期の実績について　　　今回（647 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
供給側は採算割れが続き、値上げを表明し価格も市場に浸透。また、原木不足や季節要因により生産効
率が上がらず、一部では品不足のアイテムや、即納ができない製品が発生。需要側は当用買いを続けて
いたが、値上げへの対応や不足製品の手当を目的に在庫補充を行い、在庫は供給側から需要側へと移動。
前年同期は先行き不透明感が漂い、価格も弱含みで推移していたことから需要側は当用買いを徹底して
いたが、今期は在庫補充の動きにより前年同期比 110％の実績となる。
2. 令和 7 年第 2 四半期の見込みについて

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）　今回（660　千㎥）
メーカー主導による値上げも受け入れられ、また 3 月の新設住宅着工戸数の大幅増により、4 月～ 5 月に
掛けて需要側は在庫補充を行う。前年同期もメーカーは価格の値上げを唱えていたものの、需要が乏し
いことから需要側には受け入れられず足踏み状態となっていた。今期は、4 月～ 5 月に掛けての出荷が上
向いたことにより、供給量を上回る前年同期比 108.8% と見込む。
3. 令和 7 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（620 千㎥）

（見通し作成の根拠）
供給側の値上げが継続され、価格上昇が見込める状況であれば、需要側も在庫補充を継続すると想定する。
一方では 4 号特例縮小の影響等により、3 月の新設住宅着工は大幅に伸びたが、4 月はその反動で大幅に
減少、また確認申請審査期間の長期化による着工遅延など不安要素は拭えない状況と推測される。前年
同期は、供給側は値上げを表明したものの、合板市況に影響を与える持家住宅着工数は連続しての前年
比割れ、また在庫数量も増加傾向にあったことから、流通側は当用買いを継続。今期は、着工遅れ等の
不安要素はあるものの、価格が安定していれば実需相当の荷動となる見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前回予測は下回るものの、前年同期比 101.2％の見通し
4. 令和 7 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（630　千㎥）

（見通し作成の根拠）
秋需に向けて、新設住宅着工の盛り返しに期待したいところだが、建築確認申請の遅れがどの様に影響
を及ぼすか不透明な部分が多い。前年同期は、10 月～ 12 月に掛けて持家住宅着工数戸数が前年比を上回っ
たこと、また供給側の明確な値戻し表明等が重なり、需要側は当用買いから在庫補充への動きとなった。
今期は、前年同期の様な動きは無いと思われるものの、秋需に期待し前期を多少上回る需要となる見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 90.8％の見通し。

　輸入合板の需要
1. 令和 7 年第 1 四半期の実績について　　　今回（507 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
為替は円高傾向にあるものの、市況回復は見えにくく輸入商社は積極的な手当てを行っていない状況。
港頭在庫も減少傾向にあり、一部では品薄アイテムも散見。一方需要側は市況の回復が見えにくい中、
相場の動向を見極めようと当用買いを継続。昨年同期は JAS 法改正を背景に一時的に供給量が増え、
それに見合う需要が発生したが、今期は供給量相当の需要に留まる。結果、供給量と同水準の前年同
期比 92.7％となる。
2. 令和 7 年第 2 四半期の見込みについて　　今回（520 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
価格は、原木不足や現地人件費の上昇により現地シッパーは値上げを唱えるものの、円高基調にある
ことから、国内価格に大きな変動はなく推移。輸入商社は実需の乏しさや為替変動リスクを考慮し、
最低限の発注を行い港頭在庫は減少傾向。一方、需要側も円高基調による価格の下落を危惧して当用
買いを継続。なお、品薄アイテムが散見されることから、需要側は該当製品を中心に手当を行い、供
給量と見合いの需要になると推測。結果、前年同期比 102.8％と見込む。
3. 令和 7 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（520　千㎥）

（見通し作成の根拠）
国内合板同様、4 号特例縮小の影響がどの様に影響を及ぼすか、不安要素は拭えない状況と予測。また、
為替相場が落ち着かなければ、着工遅れ等の不安要素もあることから輸入商社は新規発注を抑え、品
薄アイテムは継続して発生すると考えられる。一方、需要側も為替相場の危惧から前期同様当用買い
を継続すると予測。前年同期に比べ新設住宅着工戸数も不透明なことから、供給量と見合いの前期同
水準の需要となる見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 96.3％の見通しとなる。
4. 令和 7 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（530 千㎥）

（見通し作成の根拠）
現地では原木不足や、一部メーカーでは生産ライン縮小等より、生産量は減少傾向にある。また、輸
入商社も先行き不透明なことから新規発注は抑えられ、港頭在庫は更に減少すると予測。需要側は当
用買いを継続していることから、流通在庫は僅少で、実需が見込めれば製品確保に向けた動きが活発
化し直ぐに品不足に陥ると想定するが、現時点では不確定要素が多い為想定外とする。為替相場にも
よるが、前期に比べ多少荷動きが出ることに期待し、前期を若干上回る需要となる見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比 98.4％の見通し。

合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）
供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2025（R7）1-3
前回予測 (1,136) (640) (496) (1,150) (620) (530) (940.068) (135.678) (804.390)

実績 1,158.393 652.765 505.628 1,153.346 646.532 506.814 959.115 121.911 837.204

4-6
前回予測 (1,174) (650) (524) (1,140) (620) (520) (974.068) (165.678) (808.390)

見込み 1,163.000 640.000 523.000 1,180.000 660.000 520.000 942.115 101.911 840.204

7-9
前回予測 (1,187) (650) (537) (1,160) (630) (530) (1,001.068) (185.678) (815.390)

見通し 1,149.000 630.000 519.000 1,140.000 620.000 520.000 951.115 111.911 839.204
10-12 見通し 1,169.000 650.000 519.000 1,160.000 630.000 530.000 960.115 131.911 828.204
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概　要
　2025 年 4 月の新設住宅着工戸数は 56,188 戸（前年同月比 26.6％減）で 3 カ月ぶり
の減少となった。その内、木造住宅は 29,657 戸（前年同月比 23.6％減）で 3 カ月ぶ
りの減少となった。季節調整済年率換算値は 62.6 万戸で前月比 42.0％減、3 カ月ぶり
の減少となる。
　利用関係別では、持家が 13,635 戸（前年同月比 23.7％減）で先月の増加から再び
の減少、貸家は 24,939 戸（同比 27.9％減）で 3 カ月ぶりの減少、分譲住宅は 16,148
戸（同比 29.7％減）で 3 カ月ぶりの減少となった。分譲の内訳はマンションが 7,709
戸（同比 36.9％減）4 カ月ぶりの減少、戸建ては 8,169 戸（同比 22.8％減）と先月の
増加から再びの減少となった。
　持家、貸家、分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 26.6％の減少となった。

国内・外合板の供給量
　4 月の国内合板生産量 21.7 万㎥（前月比 98.2％、前年同月比 102.0％）と発表された。
その内、針葉樹合板の生産量は 21.4 万㎥（同比 98.2％、102.1％）となり、出荷量は
22.4 万㎥（同比 106.2％、107.1％）で在庫量は 17.2 万㎥となった。
　輸入合板の 4 月度入荷量は 18.7 万㎥（前月比 112.6％、前年同月比 107.2％）となっ
た。国別入荷量は、マレーシアが 5.8 万㎥、インドネシアが 5.7 万㎥、中国が 3.8 万㎥、
ベトナムが 3.2 万㎥となっている。

今後の見通し
　輸入合板は港頭在庫も調整され安値は払拭された展開である。需要背景が乏しいこと
や為替の影響もあり、現地への発注量は小ロット傾向となっている。産地価格は底打ち
の様相を呈していることを踏まえて、必要量は先手で確保しておいた方がよいだろう。
　国内針葉樹合板は、荷動きに盛り上がりがあるとは言い難いが、徐々に値上げは進
んでいる。価格の居所も地域やメーカー間で値差も徐々に縮まりつつあるので、しっ
かり底上げをしていただきたい。現時点でもメーカー希望価格には届いておらず、今
後もしっかり減産を含めた生産調整を継続できるかが焦点になってくる。

日本合板商業組合東京支部
東京都ベニヤ板問屋協同組合

新風会　猪爪  清和
合板市況と今後の見通し



7 月 18 日（金）
山梨地区支部   役員会・総会・講演会・懇親会
アピオ甲府にて　出席 35 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で承認され、㈱ CC ファー
ム 代表取締役 大嶽圭子氏による講演会「企業が成長し続け
るためのカギ『人財戦術』」を開催。懇親会で親睦を深めま
した。 総会挨拶に立つ

早川 勝地区支部長

7 月 18 日（金）
沖縄支部   講演会・総会・懇親会
ノボテル沖縄那覇にて　出席 18 名

㈱帝国データバンク沖縄支店調査課課長補佐 徳村一郎氏に
よる講演会「沖縄経済の今と展望」を開催後、総会の全議
案が全会一致で承認され、懇親会で親睦を深めました。

総会挨拶に立つ
小山幹太支部長

日合商 WEB セミナー（You Tube 配信）ご案内

  2025 年　7-8 月 日 合 商 時 報4

北海道	 -0031- ④	 ㈱ブルケン東日本 札幌営業所	 代表取締役	 蘇武 博
北海道	 -0032- ④	 ㈱シンモク	 代表取締役	 津田 拓哉
北海道	 -0033- ④	 ㈱ハタ建材	 代表取締役	 端 雄一朗
北海道	 -0035- ④	 ㈱銘林	 代表取締役	 藤田 知人
北海道	 -0039- ④	 北進興業㈱	 代表取締役	 稀玉 晃司
北海道	 -0040- ④	 ㈱建装ダイワ	 代表取締役	 中野 英治
北海道	 -0041- ④	 ㈱赤松建材	 代表取締役	 公平 賢
北海道	 -0042- ④	 北都建材㈱	 代表取締役社長	寺田 辰浩
北海道	 -0043- ④	 ㈱岩原	 代表取締役	 村田 龍哉
北海道	 -0045- ④	 ㈱ユーズ	 代表取締役	 阿部 春伊智
北海道	 -0049- ④	 長江建材㈱	 代表取締役	 長江 孝文
北海道	 -0052- ④	 ㈱光和	 代表取締役	 木村 通
北海道	 -0053- ④	 ㈱エム・ビー・シー	 代表取締役	 前田 智史
東北	 -0067- ④	 岡田電気産業㈱	 代表取締役	 岡田 大輔
東北	 -0069- ④	 三傳商事㈱	 代表取締役	 山本 匡紀
東北	 -0073- ④	 ㈱菅文	 代表取締役	 菅 陽悦
東北	 -0074- ④	 大同トレーディング㈱	 代表取締役	 松浦 遼
東北	 -0078- ④	 ㈱ブルケン東日本	 代表取締役	 蘇武 博
東北	 -0084- ④	 ㈲樽見建材店	 代表取締役	 樽見 正志
東北	 -0093- ③	 ㈱大森産業	 代表取締役	 森田 正則
北関東	 -0061- ④	 相蘇木材㈱	 代表取締役	 相蘇 秀雄
北関東	 -0057- ④	 つばめ建材㈱	 代表取締役	 黒岩 岳樹
東関東	 -0040- ③	 ㈱フジックス	 代表取締役	 藤江 正光
東京・山梨	 -0098- ⑥	 浅川木材㈱	 代表取締役	 浅川 誠
東京・山梨	 -0165- ④	 ㈲藤原材木店	 代表取締役	 藤原 隆志
東京・山梨	 -0168- ④	 ㈱ファースト	 代表取締役	 雨宮 賢三
東京・新潟	 -0170- ④	 ㈱建商	 代表取締役	 佐藤 雅
東京・新潟	 -0171- ④	 ㈱ブルケン・ニイガタ	 代表取締役	 古里 一真

東京・新潟	 -0172- ④	 ㈲桜川建材	 代表取締役	 桜川 喜一郎
東京・長野	 -0176- ④	 ホリウチ建営㈱	 代表取締役	 堀内 俊幸
東京・長野	 -0181- ④	 ㈱ミヤシタ	 代表取締役	 矢澤 正紀
東京・長野	 -0104- ⑥	 ミヤモリ㈱	 代表取締役	 宮森 伊智朗
東京・静岡	 -0173- ④	 松野建材㈱	 代表取締役	 松永 東
東京・静岡	 -0182- ④	 たしろ美建	 代表取締役	 田代 正彦
東京・静岡	 -0222- ③	 ㈱日建	 代表取締役	 河合 裕美
東京・静岡	 -0242- ②	 丸藤㈱	 代表取締役	 小池 稔
東京・静岡	 -0252	 大仙ベニヤ㈱	 代表取締役	 法月 大輔
東京・静岡	 -0188- ④	 ㈱サントク	 代表取締役	 杉山 正人
東京・静岡	 -0193- ④	 ㈲フジイ銘木店	 代表取締役	 伊藤 貴好
東京・静岡	 -0194- ④	 ㈱伊藤住宅建材	 代表取締役	 伊藤 智昭
東京・静岡	 -0195- ④	 不二高㈱	 代表取締役	 髙島 弘光
東京・静岡	 -0197- ④	 原川建材 ㈱	 代表取締役	 川那辺 宜与
東京・静岡	 -0199- ④	 山口㈱	 代表取締役	 原川 哲
東京・静岡	 -0200- ④	 西建㈱	 代表取締役社長	西川 元康
東京	 -0164- ④	 エム・サポート㈱	 代表取締役	 鍵和田 朋幸
東京	 -0177- ④	 ㈱ KEY BOARD	 代表取締役社長	井垣 正光
東京	 -0179- ④	 ㈲小川材木店	 取締役	 小川 良馬
東京	 -0191- ④	 トーヨークリエイツ㈱	 代表取締役	 渡邉 裕幸
東京	 -0203- ④	 ㈱調布銘木	 代表取締役	 森 篤史
東京	 -0223- ③	 三基型枠工業㈱	 代表取締役	 松元 晃一
神奈川	 -0025- ⑥	 日の出産業㈱	 代表取締役	 深沢 武弘
神奈川	 -0048- ④	 ㈱マルナカ住宅資材	 代表取締役	 中嶋 林司
神奈川	 -0054- ④	 ㈱ウッディカネコ	 代表取締役	 金子 裕之
中部日本	 -0036- ⑥	 旭洋資材㈱	 代表取締役	 土屋 友志郎
北陸	 -0109- ④	 ㈱アリタ	 代表取締役	 在田 吉宏
北陸	 -0110- ④	 ウエルド㈱	 代表取締役	 川島 鉄平
中部日本	 -0033- ⑥	 ㈱浜田商店	 代表取締役社長	浜田 淳
中部日本	 -0040- ⑤	 ㈱上川	 取締役社長	 星野 泰孝
中部日本	 -0045- ④	 ナカネ新建材㈱	 代表取締役	 中根 綱夫
中部日本	 -0058- ②	 ㈱大井野木製作所	 代表取締役	 高木 聖久
中部日本	 -0059- ②	 高木木工㈱	 代表取締役	 高木 政宏

関西	 -0082- ④	 スーパー産業㈱	 代表取締役	 豊田 雅之
関西	 -0084- ④	 ㈱サンビルド	 代表取締役	 中村 晃輔
関西	 -0090- ③	 ㈱篠本商店	 代表取締役	 篠本 義夫
関西	 -0085- ④	 ㈱ナニワ	 代表取締役社長	𠮷田 昌広
関西	 -0086- ④	 システムアイ㈱	 代表取締役	 飯田 基彦
関西	 -0095	 東山材木店	 代表	 東山 徳明
中国・山陰	 -0022- ⑥	 ㈱キムラ	 代表取締役	 木村 憲太郎
中国・山陰	 -0023- ⑥	 ㈱コニシ	 代表取締役	 小西 治
中国・山陰	 -0024- ⑥	 ㈱ホクサン	 代表取締役	 小西 治
中国・山陰	 -0025- ⑥	 ㈲建商	 代表取締役	 佐々木 徹
中国・山陰	 -0079- ④	 ㈲松江銘建	 代表取締役	 黒崎 武司
中国・山陰	 -0091- ④	 須藤建材㈱	 代表取締役	 須藤 憲蔵
中国・山陰	 -0031- ⑥	 久大建材㈱	 代表取締役	 森田 正行
中国・山陰	 -0037- ⑥	 ㈱ミヨシ産業	 代表取締役	 谷野 利宏
中国・山陰	 -0040- ⑥	 ㈱島根建材公社	 代表取締役	 小林 裕典
中国・山陰	 -0094- ④	 須山木材 ㈱	 代表取締役	 須山 政樹
中国	 -0028- ⑥	 ㈱白石木材店	 代表取締役	 白石 哲也
中国	 -0083- ④	 本州建材㈱	 代表取締役	 湯浅 喜文
中国	 -0084- ④	 ㈲波多野住建	 代表取締役	 波多野 俊裕
中国	 -0086- ④	 ㈲大塚	 代表取締役	 大塚 和裕
中国	 -0087- ④	 扇産業㈱	 代表取締役	 三浦 淳一
中国	 -0032- ⑥	 ㈱小野産業	 代表取締役社長	小野 博隆
中国	 -0033- ⑥	 藤井ベニヤ㈱	 代表取締役	 藤井 修治
中国	 -0093- ④	 双葉ハウジング㈱	 代表取締役	 横田 秀明
中国	 -0100- ②	 松下木材㈱	 代表取締役	 福原 行彦
四国	 -0022- ④	 入交高販㈱	 代表取締役	 村田 収
四国	 -0026- ④	 松山銘木㈱	 代表取締役	 髙須賀 司
九州	 -0082- ④	 ㈱赤尾建材	 代表取締役	 赤尾 英彦
九州	 -0085- ④	 ㈱筑豊第一木材市場	 代表取締役	 渡邉 隆三
九州	 -0086- ④	 南州建機材㈱	 代表取締役	 永田 和大
九州	 -0092- ④	 ㈱益田商店	 代表取締役	 益田 保彦
九州	 -0093- ④	 ㈱直方建材	 代表取締役	 杷野 英一
九州	 -0102- ④	 ㈱マルシン	 代表取締役	 裏川 照夫

2025 年7 月25 日　現在

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した94 社

8 月 21 日（木）14：00 ～ 15：30 　急変する現場を先取りする！特別セミナー
　　「林業白書から読み解く 国産材×建設業の未来図
　　　　　　　　- 合板の進化と供給インフラの行方 -」

お申込みはこちらから▶

9 月 17 日（水）14：00 ～ 15：30  第二回 定期セミナー
「流通コンサルが見た！ 出来る流通店が誰にも言わず隠れて行っている施策」

※お申込みは 8 月 19 日（火）開始予定。日合商 HP よりご確認ください！

7 月 17 日（木）
静岡地区支部   役員会・総会・講演会・懇親会
ホテルグランヒルズ静岡にて　出席 42 名

役員会後、総会の全議案が全会一致で
承認され、㈱レスキューナウ 危機管理
アドバイザー 市川啓一氏による講演会

「『管理者の知っておくべき防災知識と
実習』～迫りくる災害の現状と準備す
べき災害対策～」を開催。懇親会で親
睦を深めました。

榊原俊章副地区支部長が
懇親会中締挨拶

総会挨拶に立つ
原川 誠地区支部長

6 月に開催した懇親ゴルフ会

日合商各支部 2025 年度 総会を開催しました

6 月 27 日（金）
神奈川支部
清川カントリークラブにて
参加 20 名

　【成績 TOP５】（敬称略）

　優　勝　栗原英樹
　準優勝　小栗利夫
　３　位　高橋秀和
　４　位　三橋寛之
　５　位　飯干英治

6 月 5 日（木）
東関東支部
藤ヶ谷カントリークラブにて
参加 10 名

　【成績 TOP５】（敬称略）

　優　勝　越川弘文
　準優勝　島田美佐男
　３　位　大友　匠
　４　位　遠藤又四郎
　５　位　水口　航

講師：清水英雄株式会社 代表取締役社長 清水大悟 氏


